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『
鳳
城
聯
句
集
』
訓
注
稿
（
一
）

楊

昆

鵬

『
鳳
城
聯
句
集
』
は
後
陽
成
院
を
中
心
に
公
家
と
五
山
禅
僧
な
ど
が
制

作
し
た
聯
句
作
品
を
、
超
然
主
人
が
集
成
し
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）

に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

後
陽
成
院
（
一
五
七
一
～
一
六
一
七
）
は
第
一
〇
七
代
天
皇
で
、
戦
国

期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
在
位
し
、
そ
の
あ
い
だ
に
三
回
に
及
ぶ
和
漢

聯
句
の
千
句
興
行
を
催
し
、
ま
た
月
次
の
御
会
を
開
く
な
ど
、
和
漢
聯
句

の
最
盛
期
を
創
り
上
げ
た
帝
王
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
和
漢
聯
句

で
は
ほ
と
ん
ど
和
句
の
み
の
出
句
で
あ
っ
た
天
皇
は
、
慶
長
十
六
年
（
一

六
一
一
）
三
月
に
譲
位
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
俄
に
漢
句
の
み
の
聯

句
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
か
ね
て
よ
り
和
漢
聯
句
会
で
同
席
し
た

近
臣
や
五
山
僧
衆
と
と
も
に
、
折
に
触
れ
て
聯
句
に
う
ち
興
じ
、
そ
の
譲

位
直
後
か
ら
慶
長
十
九
年
十
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
計
三
十
点
の
作
品

が
、
本
書
に
お
い
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
両
足

院
旧
蔵
写
本
が
所
蔵
さ
れ
、
元
禄
三
年
刊
の
版
本
二
巻
二
冊
は
国
立
国
会

図
書
館
ほ
か
十
一
点
、
ま
た
刊
年
不
明
の
も
の
は
国
立
国
会
図
書
館
ほ
か

六
点
が
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
版
本
（
請
求
記
号

-

）
は
当
館

822

6

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
画
像
を
公
開
し
て
い

る
。
そ
こ
に
一
部
難
読
箇
所
に
書
写
者
不
明
の
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
る
が
、

そ
れ
を
参
考
に
と
ど
め
、
こ
こ
で
は
実
際
に
閲
覧
し
書
誌
調
査
を
行
っ
た

京
都
大
学
文
学
部
蔵
本
（
請
求
記
号T

j/1a

）
を
底
本
と
し
た
。

以
下
、
書
誌
と
作
者
紹
介
を
記
し
、
訓
点
付
き
本
文
に
読
み
下
し
を
示

し
、
用
語
や
出
典
に
つ
い
て
略
注
を
付
け
る
。
な
お
、
紙
幅
の
都
合
に
よ

り
、
聯
句
全
三
十
点
の
う
ち
、
初
回
は
ま
ず
巻
頭
の
二
作
の
み
を
こ
こ
に

示
し
、
第
三
以
降
は
次
号
よ
り
順
次
掲
載
す
る
。

【
書
誌
】

版
本
一
冊
、
袋
と
じ
九
十
七
丁
（
上
下
二
巻
二
冊
（
五
十
四
丁
・
四
十

九
丁
）
の
綴
じ
直
し
）
。
縦
二
十
二
・
五
糎
、
横
十
六
糎
。
本
文
料
紙
は

楮
紙
。
表
紙
左
上
に
刷
り
題
簽
、
「
鳳
城
聯
句
集
」
と
記
す
。
巻
首
に
超

然
主
人
に
よ
る
序
あ
り
。
内
題
「
鳳
城
聯
句
集
之
上
」
。
四
周
単
辺
、
版

心
に
書
名
丁
付
。
一
面
八
行
、
訓
点
付
き
。
巻
末
に
刊
記
「
元
禄
三
年
晩

秋
吉
旦

開
版
／
江
戸

藤
本
兵
左
衛
門
／
京

山
本
八
兵
衛
／
浅
井
喜

兵
衛
」
と
あ
り
、
「
浅
井
之
印
」
・
「
橘
政
盈
」
印
が
あ
る
。
奥
書
識
語
無

し
。
虫
損
有
り
。

五
言
百
句
の
聯
句
計
三
十
点
は
、
制
作
年
次
で
は
な
く
、
東
韻
か
ら
咸

厳
韻
ま
で
平
水
韻
の
韻
脚
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
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【
作
者
】
（
出
句
順
、
第
二
以
降
は
初
出
人
名
の
み
）

（
第
一
）

友
竹

三
江
紹
益
、
僧
侶
（
臨
済
）
。
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
生
、
慶

安
三
年
（
一
六
五
〇
）
没
。
道
号
三
江
、
号
友
竹
・
友
林
・
友
雲

・
友
隣
、
ま
た
益
長
老
と
称
す
。
建
仁
寺
住
持
。

集
雲

集
雲
守
藤
、
僧
侶
（
臨
済
）
。
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
生
、

元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
没
。
慶
長
二
年
に
東
福
寺
二
二
三
世
。

玄
光

舜
岳
玄
光
、
僧
侶
（
臨
済
）
。
生
没
年
未
詳
、
元
和
八
年
（
一
六

二
二
）
生
存
。
天
竜
寺
光
西
堂
に
住
す
。

元
賡

元
賡
有
雅
、
僧
侶
（
臨
済
）
。
生
没
年
未
詳
。
南
禅
寺
語
心
院
。

有
節

有
節
瑞
保
、
僧
侶
（
臨
済
）
。
天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
）
生
、

寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
没
。
相
国
寺
九
三
世
、
鹿
苑
寺
住
持
。

景
洪

英
岳
景
洪
、
僧
侶
（
臨
済
）
。
生
年
未
詳
、
寛
永
五
年
（
一
六
二

八
）
没
。
英
叔
周
洪
と
も
。
南
禅
寺
。

秀
賢

舟
橋
秀
賢
、
公
家
。
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
生
、
慶
長
十
九
年

（
一
六
一
四
）
没
。
清
原
氏
、
弟
、
元
賡
。
慶
長
六
年
に
高
倉
か

ら
舟
橋
に
家
名
を
改
め
、
同
七
年
に
明
経
博
士
、
慶
長
十
八
年
従

四
位
上
。
後
陽
成
天
皇
・
後
水
尾
天
皇
の
侍
読
。

泰
重

土
御
門
泰
重
、
公
家
。
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
生
、
寛
文
元

年
（
一
六
六
一
）
没
。
元
和
三
年
正
五
位
下
、
元
和
六
年
従
四
位

下
、
寛
永
四
年
従
四
位
上
、
同
八
年
四
位
下
。

古
澗

古
澗
慈
稽
、
僧
侶
（
浄
土
）
。
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
生
、

寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
没
。
慶
長
十
三
年
に
南
禅
寺
住
持
。

御
製

後
陽
成
院
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
生
、
元
和
三
年
（
一
六
一

七
）
没
。
天
正
十
四
年
十
一
月
即
位
、
慶
長
十
六
年
三
月
に
政
仁

親
王
に
譲
位
し
て
太
上
天
皇
と
な
る
。

（
第
二
）

菊
齢

元
彭
、
僧
侶
（
臨
済
）
。
天
龍
寺
等
。
生
没
年
未
詳
・
天
正
十
九

年
十
二
月
九
日
和
漢
聯
句
に
出
句
。

光
璘

玉
峯
光
璘
、
僧
侶
（
臨
済
）
。
生
没
年
未
詳
、
承
応
二
年
（
一
六

五
三
）
生
存
。
東
福
寺
宝
勝
院
に
住
す
。

玄
召

棠
陰
玄
召
、
僧
侶
（
臨
済
）
。
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
生
、
寛

永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
没
。
江
陰
と
も
称
す
。
東
福
寺
二
三
五

世
。

【
凡
例
】

・
五
言
の
句
冒
頭
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

・
用
字
は
原
則
と
し
て
通
行
字
体
を
用
い
た
。

・
序
文
は
適
宜
断
句
し
、
一
部
振
り
仮
名
を
付
し
た
。

・
訓
点
は
底
本
の
ま
ま
に
し
、読
み
下
し
は
原
則
と
し
て
訓
点
に
従
う
が
、

一
部
句
意
に
基
づ
き
適
宜
改
め
た
も
の
も
あ
る
。

・
注
は
最
小
に
止
め
、
難
読
箇
所
や
一
部
の
語
彙
と
表
現
に
つ
い
て
典
拠

と
用
例
を
示
す
。

【
訓
注
】

鳳
城
聯
句
集
序

聯
句
者
詩
之
一
体
也

聯
句
は
詩
の
一
体
な
り
。

若
蘇
軾
韓
愈
亦

蘇
軾
韓
愈
の
ご
と
き
も
ま
た
、

作
之
紓
情
志
焉
然

之
を
作
り
情
志
を
紓
ぶ
。
し
か
れ
ど
も

の

本
朝
之
準
或
有
異

本
朝
の
準
、
或
ひ
は
、

于
殊
域
也
大
抵
賓
主

殊
域
に
異
な
る
こ
と
有
る
な
り
。
大
抵
、
賓
主
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研
唱
取
青
媲
白
対

研
唱
し
、
青
き
を
取
り
白
き
に
媲
べ
、

（

１

）

な
ら

偶
酒
至
百
韻
而
止
矣

対
偶
し
、
酒
を
し
て
百
韻
に
至
り
て
止
む
。

以
故
排
字
纂
言
渉

故
を
以
て
字
を
排
べ
言
を
纂
め
、

な
ら

あ
つ

猟
古
今
於
文
囿
未
有

古
今
を
渉
猟
す
る
こ
と
、
文
囿
に
お
い
て
未
だ

勝
於
聯
句
嫺
辞
令
者

聯
句
に
勝
る
も
の
有
ら
ず
。
辞
令
を
嫺
ふ
者
、

な
ら

雅
莚
勝
挙
往
々
以
此

雅
筵
の
勝
挙
、
往
々
、
此
を
以
て

為
翫
良
有
以
歳
慶

翫
と
為
す
こ
と
、
や
や
以
て
歳
有
り
。

長
年
間

慶
長
年
間
の

太
上
皇
游
思
典
籍
屡

太
上
皇
、
思
を
典
籍
に
遊
ば
せ
、
し
ば
し
ば

名
搢
抻
緇
徒
催
此

搢
抻
緇
徒
を
名
ざ
し
て
、
此
の
遊
を

マ

マ

遊
於

鳳
城
に
催
す
。

鳳
城
逸
韻
佳
対
積

逸
韻
佳
対
、

盈
竹
素
我
家
珍
蔵

竹
素
に
積
盈
す
。
我
が
家
、
珍
蔵

什
襲
久
矣
近
加
訓

什
襲
す
る
こ
と
久
し
。
近
ご
ろ
訓
点
を
加
へ
、

点
以
便
童
蒙
雖
有

以
て
童
蒙
に
便
と
す
。

烏
焉
為
馬
之
條
不
能

烏
焉
為
馬
の
條
有
り
と
雖
も
、

妄
改
正
之
適
及
草

妄
り
に
之
を
改
正
す
る
こ
と
能
は
ず
、
適
草
稿

た
だ

に
及
び
、

稿
粗
紀
所
聞
之
顛

あ
ら
あ
ら
聞
く
所
の
顛
末
を
記
し
、

末
為
之
叙

之
が
叙
と
為
す
。

清
明
之
節
超
然

清
明
の
節
、
超
然

主
人
漫
題

主
人
漫
題
す

（

）
柳
宗
元
「
読
韓
愈
所
著
毛
穎
伝
後
題
」
に
「
世
之
模
擬
竄
窃
、
取

1

青
媲
白
、
肥
皮
厚
肉
、
柔
筋
脆
骨
」
と
見
え
る
。
字
句
の
対
偶
な

ど
を
工
夫
す
る
こ
と
。

城
聯
句
集
巻
之
上

東
第
一

慶
長
十
六
年
九
月
十
日

節-

後

菊

縦

百

節
後

菊
縦
ひ
百
あ
る
も

ヒ

ア
ル
モ

た
と

1
於
レ

宸

麟
ニ

足

楓

宸
に
於
い
て

麟

に
し
て
足
れ
る
は
楓

友
竹

レ
ル
ハ

（
１
）

2
時-

哉

花

落
レ

二
ニ

時
か
な

花

二

に
落
ち
て

（
２
）

3
染

ムレ

露
ニ

雁-

来-

紅

露
に
染
む
雁
来
紅

集
雲

4
西-

訪

易
シ二

斜-

照
一

西
訪

斜
照
な
り
易
し

玄
光

ナ
リ

5
南-

宗

興
ス二

巨-

叢
ヲ

南
宗

巨
叢
を
興
す

元
賡

（
３
）

6
梵-

音

鐘

互
ニ

答

梵
音

鐘
互
に
答
ふ

有
節

7
蘇-

味

筆

猶-

濃

蘇

味

筆
な
ほ
濃
し

景
洪

ス

ス

（
４
）

8
韓

海

深
レ

詩
ニ

者

韓
が
海
は
詩
に
深
き
者

秀
賢

カ

ハ

9
谷

涯

斲
ルレ

洶
ヲ

工

谷
が
涯
は

洶

を
斲
る
工

泰
重

カ

ー

ハ

（
５
）

け
づ

10（

）
「
一
麟
」
の
略
か
。
策
彦
周
良
「
一
枝
春
色
一
麟
足
、
不
覓
十
友

1

多
」
（
梅
辺
会
）
、
以
心
崇
伝
「
聚
卉
雖
多
一
麟
足
、
出
泥
不
染
惟

徳
香
」
（
読
濂
渓
愛
蓮
記
）。
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（

）
地
の
意
、『
易
経
』
に
「
天
一
地
二
」
。

2
（

）
中
国
唐
宋
以
降
南
方
に
栄
え
た
禅
宗
流
派
。

3
（

）「
す
み
（
墨
）」
の
当
て
字
、
出
家
者
が
食
す
酥
油
の
味
を
か
け
る
。

4
（

）
白
玉
、
詩
句
を
練
る
黄
庭
堅
を
玉
を
磨
く
職
人
と
喩
え
る
か
。

5鼻

穿
ク

香-
世-
界

鼻
は
穿
く
香
世
界

古
澗

つ
ら
ぬ

11
目

ハ―

極
ル

太-

虚-

空

目
は
極
む
る
太
虚
空

御
製

き
は

12太
上
天
皇
後
陽
成
院
下
倣
此

濁-

劫

独-

清

月

濁

劫

独
り
清
め
る
は
月

雲

ル
ハ

（
６
）

す

13
断-

橋

宜
レ

続
ニ

虹

断
橋

続
く
に
宜
し
き
は
虹

竹

キ
ハ

14
澗

ノ―

慙

松

受
レ

爵
ヲ

澗
の
慙
ず

松
は
爵
を
受
く

賡

た
に

ざ
ん

（
７
）

15
卯-

飲

杏

治
レ

聾

卯
飲

杏
は
聾
を
治
す

節

ー

ス

ー

ヲ

（
８
）

16
社

過
テ

罕
ニ―

逢

燕

社
過
ぎ
て
罕
に
逢
ふ
燕

洪

ま
れ

17
陽

浮
テ

始
テ―

振
ク

虫

陽
は
浮
き
て
始
て
振
く
虫

澗

ー

ふ
ぶ

18
磨

ク

光
ヲ

天-

日
ノ

磨

光
を
磨
く

天
日
の
磨

御

ー

ー

う
す

19
洪
レ

徳
ヲ

石-

門
ノ

洪

徳
を
洪
に
す

石
門
の
洪

賢

ニ
ス

お
ほ
い

（
９
）

20

（

）
俗
世
。
屈
原
「
挙
世
皆
濁
我
独
清
」
（
漁
父
）。

6
（

）
秦
始
皇
帝
が
泰
山
封
禅
し
て
暴
風
雨
に
遭
っ
た
際
、
松
の
下
で
休

7

み
、
そ
の
松
を
五
大
夫
と
封
じ
た
（
史
記
・
秦
始
皇
帝
本
紀
）
。

（

）
杏
は
酒
を
指
し
、
卯
飲
は
朝
酒
、
社
日
の
酒
は
聾
を
治
す
と
い

8

う
。
五
代
・
李
涛
「
社
公
今
日
没
心
情
、
乞
為
治
聾
酒
一
瓶
」
。

（

）
宋
・
惠
洪
覚
範
の
詩
文
を
集
め
た
『
石
門
文
字
禅
』。

9雪
ハ

打
二

冷-

斎
ノ

話
一

雪
は
冷
斎
の
話
を
打
す

竹

ー

ス

ー

ヲ

（
１
０
）

だ

21
朝

論
スニ

国-

器
ノ

功
ヲ一

朝
に
は
国
器
の
功
を
論
ず

御

ー
ニ
ハ

（
１
１
）

22
鷺-

班

鷗

代
く―

序
ツ

鷺
班

鷗
代
わ
る
代
わ
る
序
づ

賢

（
１
２
）

つ
い

23
羽

ノ

長

鳳

登
ケ―

崇
フ

羽
の
長

鳳
登
げ
崇
ぶ

雲

ー

あ

24
問

ハ二

竹-

盟
ヲ一

梅-

友

竹
盟
を
問
ふ
は
梅
友

賡

25
唱

ル
ハ

二

樵-

歌
ヲ一

草-

童

樵
歌
を
唱
ふ
る
は
草
童

澗

26
善-

従
レ

駆
レ

景

杖

善
は
従
ふ

景
を
駆
る
杖
に

竹

27
意

ハ―

得

裊
レ

煙
ヲ

籠

意
は
得
た
り

煙
を
裊
や
か
に
す
る
籠
に

洪

タ
リ

し
な

28
鷓-
峡

依-

希

越
一

鷓
峡

越
に
依
希
た
り

雲

タ
リ

ー

ニ

29

二

鯤-

溟

偶-
似

蒙
一

鯤
溟

蒙
に
偶
似
す

賢

ス

ー

ニ

（
１
３
）

30
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（

）
惠
洪
覚
範
『
冷
斎
夜
話
』。

10
（

）
国
を
支
え
る
人
材
。
劉
禹
錫
「
漢
室
賢
王
後
、
孔
門
高
第
人
。
済

11

時
成
国
器
、
楽
道
任
天
真
」
（
許
給
事
見
示
哭
工
部
劉
尚
書
詩
因

命
同
作
）。

（

）
序
列
を
な
す
百
官
の
喩
え
、
唐
・
廬
延
譲
「
龍
墀
初
立
杖
、
鴛
鷺

12

列
班
行
」（
観
新
歳
朝
賀
）
な
ど
。

（

）
鯤
溟
は
『
荘
子
』
「
北
冥
有
魚
、
其
名
為
鯤
」
（
逍
遙
遊
）
。
蒙
は

13

地
名
、
荘
子
は
宋
国
・
蒙
の
人
。

重-

言

私-

語
ノ

約

重
言

私
語
の
約

澗

（
１
４
）

31
四-

達

聖-

尊
ノ

聡

四
達

聖
尊
の
聡

雲

（
１
５
）

さ
と

32
仕

若
レ

蹈
カ二

焚-

溺
ヲ一

仕
は
焚
溺
を
蹈
む
が
若
し

竹

ー

ハ

ふ
ん
で
き

ふ

ご
と

33
士

ハ

堪
タ
リ

レ

竭
ス
ニ

二

信-

忠
ヲ一

士
は
信
忠
を
竭
す
に
堪
へ
た
り

賡

つ
く

34
厳-

厳

瞻-

斗
ノ

孟

厳
厳
た
り

瞻
斗
の
孟

洪

た
ん
と

35
爛-

爛

眩
レ

暉

戎

爛
爛
た
り

暉
眩
め
く
戎

澗

メ
ク

ー
ノ

（
１
６
）

36
宋

茂

晋-

林

浅

宋

茂
し
て
晋
林
浅
し

賢

ー

メ

シ

（
１
７
）
も
う

37
秦

亡

漢-

室

隆

秦
亡
び
て
漢
室
隆
ん
な
り

澗

ヒ
テ

ン
ナ
リ

ほ
ろ

さ
か

38
鶯-

琴
ハ

誰
カ

爨-

下
ゾ

鶯
琴
は
誰
が
爨
下
ぞ

御

（
１
８
）

さ
ん

39

蛛-

網
ハ

彼
ノ

塵-

中

蛛
網
は
彼
の
塵
中

賢

40（

）
約
束
を
繰
り
返
す
、
ま
た
先
哲
の
言
葉
。
『
荘
子
・
寓
言
』
「
寓
言

14

十
九
、
重
言
十
七
」
。

（

）
四
方
に
及
ぶ
こ
と
。
『
荘
子
・
刻
意
』
「
精
神
四
達
並
流
、
無
所
不

15

及
」
。
こ
こ
は
天
子
が
善
く
進
言
を
聴
く
こ
と
。

（

）
王
戎
。
「
戎
眼
爛
爛
如
巌
下
電
」
（
晋
書
・
王
戎
伝
）。

16
（

）
東
晋
の
後
に
南
朝
宋
が
興
り
、
魏
晋
の
間
に
竹
林
に
隠
遁
し
た
隠

17

者
も
世
に
出
て
き
た
。

（

）
後
漢
・
蔡
邕
の
焦
尾
琴
。
「
呉
人
有
焼
桐
以
爨
者
、
邕
聞
火
烈
之

18

声
、
知
其
良
木
、
因
請
而
裁
為
琴
、
果
有
美
音
」
（
後
漢
書
・
蔡

邕
伝
）。

市-

隠

雲
ニ
メ

レ

心
ヲ

卜

市
隠

心
を
雲
に
し
て
卜
す

雲

ー

ス

（
１
９
）

41
夜-

叉

露
レ

髪
ヲ

鬉

夜
叉

髪
を
露
は
に
し
て
鬉
た
り

御

ハ
ニ
メ

ー
タ
リ

あ
ら

み
だ
れ

42
樹-

頭

烏

幾

帽

樹
頭

烏
い
く
ば
く
か
帽
し
て

賢

ー

ー

メ

43
桂-

魄

影

如
シレ

弓
ノ

桂
魄

影
は
弓
の
如
し

竹

（
２
０
）

44
廬-
瀑

澆
レ

胸
ニ

薬

廬
瀑

胸
に
澆

ぐ

薬

御

そ
そ
（
２
１
）

45
湘-

流

酬
レ

死
ニ

筒

湘
流

死
に
酬
ふ
筒

雲

（
２
２
）

46
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年
ハ

千

三-

宿
ノ

慕

年
は
千

三
宿
の
慕

賡

ー

（
２
３
）

47
義

ハ

六

万-

家
ノ

風

義
は
六
つ

万
家
の
風

雲

ツ

ー

48
世-

味

膾
レ

肝
ヲ

跖

世
味

肝
を
膾
に
す
る
跖

御

ニ
ス
ル

な
ま
す

（
２
４
）

49
晩-

生

纏
ルレ

病
ニ

馮

晩
生

病
に

纏

る
馮

澗

ま
つ
は
（
２
５
）

50（

）
雲
の
よ
う
な
悠
然
た
る
心
、
卜
は
居
を
卜
い
選
ぶ
こ
と
。
白
居
易

19

「
雪
鬢
随
身
老
、
雲
心
著
所
安
」（
初
夏
閑
吟
兼
呈
韋
賓
客
）。

（

）
月
を
い
う
。
虎
関
師
錬
「
轆
轤
声
響
砕
琉
璃
、
桂
魄
当
中
烏
鵲

20

飛
」
（
寒
井
対
月
）。

（

）
黄
庭
堅
「
酒
澆
胸
次
之
塁
塊
、
菊
製
短
世
之
頽
齢
」
（
送
王
郎
）

21

な
ど
。

（

）
屈
原
を
記
念
し
て
楚
地
で
は
端
午
の
日
に
ご
飯
を
入
れ
た
竹
筒
を

22

川
に
投
げ
込
む
。
虎
関
師
錬
「
荊
俗
當
時
愍
放
臣
、
竹
筒
貯
食
楚

江
濱
」
（
端
午
）
。

（

）
三
夜
。
出
家
者
は
俗
世
に
慕
う
情
を
生
じ
な
い
よ
う
に
桑
下
に
三

23

宿
し
な
い
と
い
う
。
「
浮
屠
不
三
宿
桑
下
、
不
欲
久
生
恩
愛
、
精

之
至
也
」（
後
漢
書
・
襄
楷
伝
）
。
英
甫
永
雄
「
三
宿
恋
桑
山
館
月
、

一
声
早
告
不
如
帰
」
（
待
時
鳥
）。

（

）
春
秋
時
代
の
盗
跖
。「
盗
跖
日
殺
不
辜
、
肝
人
之
肉
、
暴
戾
恣
睢
、

24

聚
党
数
千
人
、
横
行
天
下
、
竟
以
寿
終
、
是
遵
何
徳
哉
」
（
史
記

・
伯
夷
列
伝
）。

（

）
前
漢
の
馮
唐
か
。
杜
甫
「
貢
喜
音
容
間
、
馮
招
病
疾
纏
」
（
哭
韋

25

大
夫
之
晋
）。

鏡-

衰
テ

嘆
ス二

泣
テ―

向
一

鏡
衰
へ
て
泣
き
て
向
ふ
を
嘆
ず

雲

フ
ヲ

51
棋-

戦
テ

作
ス二

専-

攻
一

棋
戦
ひ
て
専
ら
攻
る
こ
と
を
作
す

洪

ル
ヿ
ヲ

52
寒-

橘

傲
二

霜
ノ

凛
一

寒
橘

霜
の
凛
た
る
に
傲
る

澗

ー

タ
ル
ニ

ほ
こ

53
秋-

梢

蔵
ルニ

霧
ノ

濛
一

秋
梢

霧
の
濛
た
る
に
蔵
る

賢

ー

タ
ル
ニ

か
く

54
山

ハ

称
ス二

随-

処
ノ

主
一

山
は
随
処
の
主
と
称
す

竹

ー

ト

（
２
６
）

55
院

ハ

試
ム二

曲

江

公
ヲ一

院
は
曲
江
の
公
を
試
む

澗

56
射

テレ

策
ヲ

軾

軽
スレ

羿
ヲ

策
を
射
て
軾
は
羿
を
軽
ん
ず

御

（
２
７
）

げ
い

57
廃

メレ

書
ヲ

陶

責
ムレ

通
ヲ

書
を
廃
し
て
陶
は
通
を
責
む

雲

58
已-

黄

踈-

葉
ノ

柳

已
に
黄
ば
む
疎
葉
の
柳

洪

ニ

59
半-

白

数-

茎
ノ

蓬

半
ば
白
し
数
茎
の
蓬

澗

ハ

60（

）
『
臨
済
録
』
「
随
処
作
主
、
立
処
皆
真
」
。

26
（

）

謝
策
は
試
験
方
法
の
一
つ
で
、
受
験
者
が
問
題
を
選
ぶ
こ
と
を

27

「
射
」
と
い
う
。
蘇
軾
が
科
挙
試
験
で
抜
群
の
才
能
を
表
し
、
一

躍
有
名
に
な
っ
た
。
そ
の
策
問
を
射
る
能
力
は
、
日
を
射
落
と
す

羿
を
も
軽
ん
ず
と
い
う
。
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思

溢
レ

外
ニ

愁-

涙

思

外
に
溢
る
る
は
愁
涙

雲

ル
ハ

61
気

凌
ク
ハ

レ

里
ヲ

聞-

勧

気

里
を
凌
ぐ
は
聞
勧

御

う
ち

62
謝

ハ

詞
ス二

顔
カ

弐
一レ

過
ヲ

謝
は
顔
が
過
を
弐
び
す
る
に
詞
す

賢

ヒ
ス
ル
ル

（
２
８
）

63
遷

ハ

録
二

魏
カ

参-
同

ヲ一

遷
は
魏
が
参
同
を
録
す

澗

ー

ス

（
２
９
）

64
村
養
二

吠
レ

虚
ヲ

犬
ヲ一

村
に
は
虚
を
吠
ゆ
る
犬
を
養
ふ

御

ニ
ハ

65
郷

ハ

期
ス二

連
レ

塞

鴻
ヲ一

郷
は
塞
に
連
な
る
鴻
を
期
す

洪

ナ
ル

ー

ニ

66
招

テレ

涼
ヲ

窓

搆
フレ

北
ニ

涼
を
招
き
て
窓
は
北
に
搆
ふ

雲

か
ま

67
弘
レ

道
ヲ

典

流
フレ

東
ニ

道
を
弘
め
て
典
は
東
に
流
ふ

竹

メ
テ

ー

つ
た

68
慚
レ

十
ヲ

什-

門
ノ

哲

十
を
慚
づ

什
門
の
哲

澗

（
３
０
）

69
按

スレ

三
ヲ

渭-

水
ノ

翁

三
を
按
ず

渭
水
の
翁

賡

（
３
１
）

70（

）
『
論
語
・
雍
也
』
「
有
顔
回
者
、
好
学
、
不
遷
怒
、
不
二
過
」
。

28
（

）
後
漢
・
魏
伯
陽
の
『
周
易
参
同
契
』。

29
（

）
鳩
摩
羅
什
の
弟
子
「
什
門
十
哲
」。

30
（

）
『
史
記
・
斉
太
公
世
家
』
「
天
下
三
分
、
其
二
帰
周
者
、
太
公
之
謀

31

計
居
多
」。

風-

蘆

疑
二

手
ノ

舞
一

風
蘆

手
の
舞
ひ
か
と
疑
ふ

雲

カ
ト

71
夕-

槿

観
二

齢
ノ

終
ヲ一

夕
槿

齢
の
終
は
り
を
観
ず

竹

ー

ス

72
款-

立

釣-

磯
ノ

翡

款
立

釣
磯
の
翡

御

か
は
せ
み

73
良-

才

内-

厩
ノ

驄

良
才

内
厩
の
驄

洪

う
ま

74
相

スレ

人
ヲ

縲
カ

異-

曲

人
を
相
す
縲
が
異
曲

澗

（
３
２
）

75
換

テレ

父
ニ

禹

䟽
スレ

洚

父
に
換
り
て
禹
洚
を
疏
す

雲

ー

ヲ

か
は

こ
う

（
３
３
）

76
蓮

モ―

亦

弄
レ

泥
ヲ

漢

蓮
も
ま
た
泥
を
弄
ず
る
漢

竹

ー
ス
ル

77
英

兮

扛
ルレ

鼎
ヲ

雄

英
な
り

鼎
を
扛
る
雄

賡

ー
ナ
リ

あ
ぐ
（
３
４
）

78
撲-

扠

倶
ニ

闘
ムレ

力
ヲ

撲
扠

倶
に
力
を
闘
し
む

澗

ぼ
く
さ

た
た
か
は

79
緇-

素

両

重-

瞳

緇
素

両
つ
な
が
ら
重
瞳

洪

カ
ラ

ふ
た

80（

）
九
方
縲
、
人
相
を
見
る
名
人
。
『
荘
子
』
「
子
綦
有
八
子
、
陳
諸

32

前
、
召
九
曰
方
縲
曰
、
為
我
相
吾
子
、
孰
為
祥
」
。
ま
た
『
列
子
』

に
秦
穆
公
に
良
馬
を
見
つ
け
る
故
事
も
記
さ
れ
る
。

（

）
洚
は
洪
水
、
大
禹
治
水
の
故
事
。

33
（

）
大
力
を
奮
う
英
雄
。
蘇
軾
「
難
堪
踞
床
洗
、
寧
挹
扛
鼎
雄
」
（
安

34

期
生
並
引
）。
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行
フレ

化
ヲ

垂-

簾
ノ

舜

化
を
行
ふ
垂
簾
の
舜

澗

81
甘

フレ

閑
ヲ

嗜
レ

酒
ヲ

种

閑
を
甘
ふ

酒
を
嗜
む
种

賢

あ
ま
な

（
３
５
）

82
避

テレ

炎
ヲ

泉
ニ

有
レ

勝

炎
き
を
避
け
て
泉
に
勝
有
り

竹

あ
つ

さ

し
よ
う

83
譲

テレ

畔
ヲ

歳

弥
く―

豊

畔
を
譲
り
て
歳
い
よ
い
よ
豊
か
な
り

澗

ー
ナ
リ

（
３
６
）

84
農

ハ

課
ス二

稼

村

集
ヲ一

農
は
稼
村
の
集
を
課
す

御

85
君

ハ

安
ス二

綺

邦

宮
ヲ一

君
は
綺
邦
の
宮
を
安
ず

澗

86
推

ハ二

単-

輪
ヲ一

学-

歩

単
輪
を
推
す
は
学
歩

賡

87
堅
二

片-

瓦
ヲ一

愚-

衷

片
瓦
を
堅
く
す
る
は
愚
衷

賢

ス
ル
ハ

88
路-

古
テ

苔

伸
レ

脚
ヲ

路
古
り
て
苔
脚
を
伸
ば
す

洪

89
冬

厳

楮

蔽
レ

躬
ヲ

夕
厳
か
に
し
て
楮
躬
を
蔽
ふ

賢

ー
に
メ

90（

）
北
宋
隠
士
种
放
か
。
謙
岩
「
華
山
深
処
一
閑
人
、
衣
払
宋
朝
天
下

35

塵
。
誰
為
君
王
能
納
諫
、
先
生
元
是
不
忠
臣
」（
种
放
帰
華
山
図
）
。

（

）
百
姓
が
農
地
の
境
界
を
譲
り
合
う
。
教
化
が
行
き
届
く
現
れ
。『
史

36

記
・
周
本
紀
』
「
耕
者
皆
譲
畔
、
民
俗
皆
譲
長
」
。

炉-

談

春

入
レ

座

炉
談

春
座
に
入
る

御

91

夜-

諷

牖

親
ムレ

釭
ヲ

夜
諷

牖
釭
を
親
し
む

雲

と
も
し
び

92
鄒

魯

柝

交

響
ヲ

鄒
魯

柝
響
を
交
ゆ

雲

（
３
７
）

た
く

ま
じ

93
禄

渠

棟

任
スレ

充

禄
渠

棟
充
つ
る
に
任
す

澗

ー

ー

ル
ニ

（
３
８
）

み

94
吟

ハ

高
シ

鏖
ルレ

睡
ヲ

鳥

吟
は
高
し

睡
を

鏖

に
す
る
鳥

洪

み
な
ご
ろ
し

95
占

法

夢
レ

祥
ヲ

熊

占
の
法

祥
を
夢
む
る
熊

竹

ー

ノ

ム
ル

96
何

ノ―

弟
ソ

栗

同-

隊

何
れ
の
弟
ぞ

栗
は
同
隊

賢

ー

97
顧
レ

吾
ヲ

藻

五-

窮

吾
を
顧
れ
ば
藻
は
五
窮

御

レ
ハ

ー

（
３
９
）

98
破

テレ

昏
ヲ

伝
ハ二

御-

燭
ヲ一

昏
を
破
り
て
御
燭
を
伝
ふ

澗

99
聴

テレ

雨
ヲ

掩
二

孤-

篷
ヲ一

雨
を
聴
き
て
孤
篷
を
掩
ふ

御

100（

）
鄒
は
孟
子
の
出
生
地
で
、
魯
は
孔
子
の
故
郷
。
併
せ
て
文
化
の
地

37

を
い
う
。
唐
朗
士
元
「
鄒
鲁
詩
書
国
、
応
無
鼙
鼓
喧
」
（
送
裴
補
闕

入
河
南
）。
ま
た
宋
末
方
回
「
鄒
魯
相
望
撃
柝
間
、
亦
顔
誰
許
独
晞

顔
」
（
次
韻
趙
朴
翁
赴
衍
聖
公
峰
山
書
院
之
招
）。

（

）
天
禄
閣
と
石
渠
閣
、
前
漢
の
校
書
と
蔵
書
の
建
物
。

38
（

）
韓
愈
「
送
窮
文
」
に
み
え
る
五
鬼
、
智
窮
・
学
窮
・
文
窮
・
命
窮

39

・
交
窮
を
い
う
。
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冬
第
二

慶
長
十
六
年
十
月
二
十
九
日

不
レ

借
二

陽-

和
ノ

力
ヲ一

陽
和
の
力
を
借
り
ず

（

１

）

1
著

クレ

花
ヲ

雪-
裏

ノ

松

花
を
著
く

雪
裏
の
松

賡

2
因
レ

陪
二

風-

雅
ノ

宴
一

風
雅
の
宴
に
陪
す
る
に
よ
り

ス
ル
ニ

ー

ニ

3
帯
レ

薫
ヲ

水-

沈
ノ

籠

薫
を
帯
ぶ

水
沈
の
籠

菊
齢

（

２

）

4
晦

スレ

迹
ヲ

翥
レ

煙
ニ

雁

迹
を
晦
す

煙
に
翥
る
雁

節

か
く

あ
ぐ

5
訪

フレ

寥
ヲ

語
レ

砌
ニ

蛬

寥
し
き
を
訪
ふ

砌
に
語
る
蛬

澗

さ
び

お
と
な

6
素-

娥

投
レ

宿

露

素
娥

宿
を
投
ず
る
は
露

雲

ス
ル
ハ

ー

ヲ

（

３

）

7
緑-

髪

聳
ルレ

雲
ニ

峰

緑
髪

雲
に
聳
る
峰

竹

あ
が

8
涼

ハレ

似
レ

秋

涼-

簟

秋
よ
り
も
涼
し
き
は
涼
簟

御

ヨ
リ
モ

9
老
二

于

行
一

老-

筇

行
に
老
ん
た
る
は
老
筇

光
璘

ン
タ
ル
ハ

ミ
チ
ニ

み
ち

お
い

10（

）
春
ま
た
春
の
暖
か
さ
。
『
錦
繍
緞
』
「
開
時
費
尽
陽
和
力
、
落
処
難

1

堪
一
陣
風
」
（
賛
寧
「
落
花
」
）。

（

）
沈
香
。
蘇
軾
「
西
閣
珠
簾
巻
落
暉
、
水
沈
煙
断
佩
声
微
」
（
九
日

2

舟
中
望
見
有
美
堂
上
魯
少
卿
飲
以
詩
戯
之
二
首
、
其
二
）。

（

）
嫦
娥
の
別
称
、
こ
こ
で
は
月
。
『
文
選
』
に
謝
荘
「
引
玄
兎
於
帝

3

台
、
集
素
娥
於
後
庭
」（
月
賦
）。

影
ハ

西
ス

鴉-

背
ノ

照

影
は
西
す
鴉
背
の
照

玄
召

11
賊

已

蚌-

胎
ノ

琮

賊
の
み
已
に
蚌
胎
の
琮

重

ー
ノ
ミ

ー

（
４
）

た
ま

12
山

ハ

送
テ二

釣-

船
ヲ一

走
ル

山
は
釣
船
を
送
り
て
走
る

齢

13
座

ハ

囲
二

戦-

局
ヲ一

攻

座
は
戦
局
を
囲
み
て
攻
む

賡

14
皓

カ

鬚
ハ

天-

下-

白

皓
が
鬚
は
天
下
白

澗

15
匡

ハ

力
ム

壁-

間
ノ

釭

匡

は
力
む
壁
間
の
釭

節

（
５
）

と
も
し
び

16
掃

テ

又-

生

書-

葉

掃
き
て
ま
た
生
ず
る
は
書
葉

竹

ー
ス
ル
ハ

17
盛

無
ハレ

落

繡-

蓉

盛
ん
に
し
て
落
つ
る
こ
と
無
き
は
繍
蓉

雲

ン
ニ
メ

ル
ヿ

（
６
）

18
官-

裳

文
ル
ニ

以
スレ

礼

官
裳

文
る
に
礼
を
以
て
す

璘

ー

ヲ

か
ざ

19
孤-

枕

醒
テ

堪
タ
リ

レ

慵
ニ

孤
枕

醒
め
て

慵
き
に
堪
へ
た
り

御

も
の
う

20（

）
黄
庭
堅
「
老
蚌
胎
中
珠
是
賊
、
醯
鶏
瓮
里
天
幾
大
」
（
演
雅
）。

4
（

）
『
蒙
求
』
「
匡
衡
鑿
壁
」。

5
（

）
服
装
や
寝
具
な
ど
に
刺
繍
さ
れ
た
芙
蓉
の
紋
様
。
杜
甫
「
屏
開
金

6
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孔
雀
、
褥
隠
繍
芙
蓉
」
（
李
監
宅
）。

硯-
海

写
ハレ

愁
ヲ

変

硯
海

愁
を
写
す
は
変
ず

賡

ー

ス

21
鏡-

湖

尽
メレ

美
ヲ

濃
シ

鏡
湖

美
を
尽
し
て
濃
し

節

ー

22
艶-

詞

招
二

獄-
主

ヲ一

艶
詞

獄
主
を
招
く

澗

（
７
）

23
心-

印

起
ス二

空-

宗
ヲ

心
印

空
宗
を
起
こ
す

雲

（
８
）

24
塵-

昧

一-

塵
ノ

沼

塵
昧

一
塵
の
沼

竹

25
世-

冤

七-

世
ノ

雍

世
冤

七
世
の
雍

雲

26
雨-

過
テ

梨

泝-

苴

雨
過
ぎ
て
梨
は
泝
苴

澗

（

９

）

27
瘁-

動
テ

柳

殻-

鬆

瘁
動
き
て
柳
は
殻
鬆

召

28
商

冷

蝉

緘
ムレ

口
ヲ

商
冷
や
か
に
し
て
蝉
は
口
を
緘
む

齢

ニ
メ

あ
き

お
さ

29
年-

衰
テ

鸞

改
ムレ

容
ヲ

年
衰
へ
て
鸞
は
容
を
改
む

御

30（

）
訴
訟
の
当
事
者
。
『
晋
書
・
王
彪
之
伝
』「
彪
之
以
球
為
獄
主
、
身

7

無
王
爵
」。

（

）
『
三
体
詩
』
に
「
寂
寞
伝
心
印
、
無
言
亦
已
忘
」
（
羊
士
諤
「
西
郊

8

蘭
若
」
）。

（

）
粗
末
で
だ
ら
し
な
い
。『
狂
雲
集
』「
平
生
贏
得
泝
苴
名
、
信
口
言

9

詮
群
衆
驚
」
（
不
嫌
念
起
所
二
首
）。

百-

憂

陵

繞
フレ

己

百
憂

陵
己
れ
に
繞
ふ

雲

ー

レ
ニ

お
の

ま
つ

31
千-

慮

召

聴
レ

訟
ヲ

千
慮

召

訟
を
聴
く

竹

ー

（
１
０
）

32
暖

戯
ル

江-

南
ノ

鷓

暖
に
戯
る
る
江
南
の
鷓

御

ー

ニ

33
電
―

行
ク

冀-

北
ノ

豁

電
の
如
く
に
行
く
冀
北
の
豁

節

ノ
如
ニ

（
１
１
）

う
ま

34
萋-

菲

當
ルレ

妾
ニ

草

萋
菲

妾
に
当
た
る
草

召

35
卓-

抜

出
ルレ

群
ヲ

棕

卓
抜

群
を
出
る

棕

璘

ー

（
１
２
）

36
悴-

鬢

素-

絲

総

悴
鬢

素
糸
を
以
て
総
す

節

ヲ
以
テ
フ
サ
ス

ふ
さ

37
野-

生

紅-

粟

舂
ク

野
生

紅
粟
を
舂
く

澗

ー

（
１
３
）

う
す
つ

38
景

吾

真
ノ

富-

有

景
は
吾
が
真
の
富
有

齢

ー

ハ

39
霖

ハ

汝
カ

是

奇-

逢

霖
は
汝
が
こ
れ
奇
逢

竹

40（

）

召
公
、
召
伯
。『
史
記
・
燕
召
公
世
家
』「
召
伯
聴
訟
甘
棠
之
下
」
。

10
（

）
『
左
伝
・
昭
公
四
年
』
「
冀
之
北
土
、
馬
之
所
生
」
。

11
（

）
杜
甫
「
自
是
衆
木
乱
紛
紛
、
海
棕
焉
知
身
出
群
」
（
海
棕
行
）。

12
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（

）
男
子
の
自
称
、
五
山
詩
に
多
用
。
宜
竹
「
借
地
開
園
作
雨
時
、
寒

13

蔬
也
足
野
生
涯
」
（
園
蔬
化
蝶
）。

泉-

響
テ

琴

惟-

肖
タ
リ

泉
響
き
て
琴
た
だ
肖
た
り

璘

に

41
暑-

消
メ

扇

任-
従

暑
さ
消
し
て
扇
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ

召

サ
モ
ア
ラ
ハ
ア
レ

42
渭-

川

蒼-

雪

漲
ル

渭
川

蒼
雪
漲
る

雲

ー

（
１
４
）

43
漢-

室

紫-

泥

封

漢
室

紫
泥
封
ず

澗

ー

ス

44
隆-

準

誤
ルレ

劉
ヲ

磨

隆
準

劉
を
誤
る
磨

御

（
１
５
）

45
活-

機

唆
レ

済
ヲ

蹤

活
機

済
を

唆

す
蹤

澗

ソ
ヽ
ノ
ハ
カ
ス

（
１
６
）

そ
そ
の
は
か

46
嶮-

崖

鞋

馘
レ

耳
ヲ

嶮
崖

鞋
耳
を
馘
に

す

節

キ
リ
ミ
ヽ
ニ
ス

き
り
み
み

（
１
７
）

47
環-

堵

巻

蟠
レ

胸
ニ

環
堵

巻
胸
に

蟠

る

璘

マ
ル

（
１
８
）

あ
つ
ま

48
蛍-

乱
テ

風

鑚
レ

燧

蛍
乱
れ
て
風
は
燧
を
鑽
る

雲

ー

ヲ

き

49
蝶

驚
テ

暁

厭
フレ

鐘
ヲ

蝶
驚
き
て
暁
は
鐘
を
厭
ふ

璘

50（

）

杜
牧
「
何
人
為
倚
東
楼
柱
、
正
是
千
山
雪
漲
渓
」（
宣
州
開
元
寺
）
。

14
（

）
『
史
記
・
高
祖
本
紀
』「
高
祖
為
人
、
隆
準
而
龍
顔
」。

15
（

）
悟
り
に
通
ず
る
資
質
。

16

（

）
戦
い
で
敵
の
耳
を
切
り
取
る
こ
と
。
蘇
軾
「
但
恐
詩
力
弱
、
闘
健

17

未
免
馘
」
（
次
韻
子
由
除
日
見
寄
）。

（

）
陶
淵
明
「
好
読
書
…
環
堵
蕭
然
」
（
五
柳
先
生
伝
）。

18楚-

弓

蔵

在
レ

月
ニ

楚
弓

蔵
れ
て
月
に
在
り

竹

レ
テ

（
１
９
）

か
く

51
越-

艇

漾

横
レ

潨
ニ

越
艇

漾
つ
て
潨
に
横
ふ

召

ツ
テ

た
だ
よ

52
今

ハ―

是

伴
レ

鷗
ニ

范

今
は
こ
れ
な
り
鷗
に
伴
ふ
范

璘

ナ
リ

（
２
０
）

53
県-

治
テ

馴
レ

雉
ヲ

恭

県
は
治
り
て
雉
を
馴
し
む
る
恭

雲

シ
ム
ル

（
２
１
）

54
境

ハ

遭
二

林-

袖
ニ

袖
一

境
は
林
袖
に
袖
ま
る
る
に
遭
ふ

節

ツ
ヽ
マ

つ
つ

55
村

ハ

使
二
レ

社-

鐘
ヲ

鐘
一

村
は
社
鐘
を
鐘
し
む

御

メ

ア
ツ
メ

あ
つ
め

56
翹
―

竢

明-

朝
ノ

杏

翹
て
て
竢
つ
明
朝
の
杏

澗

テ
ヽ

そ
ば
だ

ま

57
手
―

栽

満-

戸
ノ

榕

手
か
ら
栽
う
る
満
戸
の
榕

召

カ
ラ

う

58
絢
レ

声
ヲ

鶯

合
レ

律

声
を
絢
な
し
て
鶯
律
に
合
ふ

節

ナ
メ

ー

ニ

59
歛

テレ

𦐂
ヲ

鵩

占
フレ

凶
ヲ

𦐂
を
斂
め
て
鵩
凶
を
占
ふ

竹

は
ね

み
み
ず
く

（
２
２
）

60（

）
『
孔
子
家
語
』
「
楚
人
失
弓
、
楚
人
得
之
、
又
何
求
之
」
。

19
（

）
范
蠡
（
蒙
求
・
范
蠡
泛
湖
）
。

20
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（

）
魯
恭
（
後
漢
書
・
卓
魯
魏
劉
列
伝
）。

21
（

）
賈
誼
「
鵩
鳥
賦
」
「
誼
為
長
沙
王
伝
、
三
年
有
鵩
鳥
飛
入
誼
舎
、

22

止
於
坐
隅
、
鵩
似
号
、
不
祥
鳥
也
」
（
文
選
）。

沈-

塚

潮

如
レ

弔

沈
塚

潮
弔
す
る
が
如
し

雲

ー
ス
ル
カ

（
２
３
）

61
頽-

齢

日
ニ

去
ルレ

悰

頽
齢

日
に
悰
を
去
る

御

ミ
ヲ

た
の
し
み

62
菊

摧
テ

金

累
レ

土
ヲ

菊
摧
て
金
は
土
に
累
ぬ

賡

ヌ

お
ち

63
楮-

片

被

経
レ

冬
ノ

楮
片

被
は
冬
を
経

澗

ー

ひ

64
光

ルレ

国
ニ

玉-

衡
ノ

舜

国
に
光
る
玉
衡
の
舜

御

（
２
４
）

65
曜
レ

都
ニ

火-

徳
ノ

農

都
に
曜
く
火
徳
の
農

節

か
が
や

（
２
５
）

66
拒

ムレ

医
ヲ

禅
ノ

本-

草

医
を
拒
む
禅
の
本
草

澗

（
２
６
）

67
抱
レ

独

意

蒙-

茸

独
を
抱
く
意
は
蒙
茸

御

ー

ヲ

（
２
７
）

68
情-

味

多
ハ

軽
レ

禄
ヲ

情
味

多
く
は
禄
を
軽
ん
ず

齢

ン
ス

69
讒-

諛

儘

淬
クレ

鋒
ヲ

讒
諛

儘
鋒
を
淬
ぐ

賡

ー

み
な
さ
き

に
ら

70（

）
水
底
に
葬
ら
れ
る
人
、
屈
原
を
指
す
。
韓
愈
「
剥
苔
吊
斑
林
、
角

23

飯
餌
沈
塚
」
（
会
合
聯
句
）。

（

）
北
斗
七
星
。『
尚
書
・
舜
典
』「
正
月
上
日
、（
舜
）
受
終
於
文
祖
。

24

在
璇
璣
玉
衡
、
以
斉
七
政
」
。

（

）
『
三
皇
本
紀
』
「
神
農
氏
、
姜
姓
以
火
徳
王
」
。

25
（

）
『
神
農
本
草
経
』
の
連
想
か
。

26
（

）
黄
庭
堅
「
吾
友
陳
師
道
、
抱
独
門
掃
軌
」
（
奉
和
文
潜
贈
無
咎
篇

27

末
多
見
及
既
見
君
子
云
胡
不
喜
為
韻
、
其
八
）。

収
ル
ハ

二

身
ヲ

氷
ニ一

旅-

泛

身
を
氷
に
収
む
る
は
旅
泛

召

（
２
８
）

71
択

フ
ハ

二

口
ヲ

道
ニ一

凡-

庸

口
を
道
に
択
ぶ
は
凡
庸

御

72
舞
レ

曲
ヲ

涼

州
ノ

鶴

曲
を
舞
は
す
涼
州
の
鶴

御

ハ
ス

73
綴

ルレ

脾
ヲ

廬-

阜
ノ

蜂

脾
を
綴
る
廬
阜
の
蜂

召

（
２
９
）

74
鼓
二

清-

商
ヲ一

瀑-

韻

清
商
を
鼓
す
る
は
瀑
韻

璘

ー
ス
ル
ハ

75
図
二

陣-

磧
ヲ一

天-

衝

陣
磧
を
図
す
る
は
天
衝

雲

ー
ス
ル
ハ

（
３
０
）

76
雄-

智
ハ

為
レ

銛

刃

雄
智
は
銛
し
と
す
る
刃

齢

ス
ル

ト
シ
ト

ー

と

77
慈-

恩
ハ

無
レ

渡

艟

慈
恩
は
渡
の
無
き
艟

節

ー

ふ
ね

78
話

テレ

竿
ヲ

漁

互-

答

竿
を
話
し
て
漁
互
ひ
に
答
ふ

召

ニ

79
拝

メレ

冕
ヲ

各-

望

顒

冕
を
拝
し
て
各
お
の
望
む
こ
と

顒

た
り

竹

ム
ヿ

ー
タ
リ

ぎ
よ
う
（
３
１
）

80
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（

）
さ
す
ら
い
。
杜
甫
「
諸
生
旧
短
褐
、
旅
泛
一
浮
萍
」
（
橋
陵
詩
三

28

十
韻
因
呈
県
内
諸
官
）。

（

）
蜂
の
巣
が
膵
臓
に
似
る
こ
と
か
ら
「
蜜
脾
」
と
い
う
。
蘇
軾
門
下

29

の
晁
補
之
の
詩
「
題
廬
山
」
に
「
南
康
南
麓
江
州
北
、
五
百
僧
房

綴
蜜
脾
」
と
あ
る
。
廬
阜
は
廬
山
。

（

）
蘇
軾
「
八
陣
磧
」
詩
「
惟
余
八
陣
図
、
千
古
壮
夔
峡
」
。
夔
峡
は

30

長
江
の
要
所
瞿
塘
峡
の
別
名
で
、
そ
の
嶮
し
さ
を
こ
こ
で
「
天
衝
」

と
表
す
か
。

（

）
仰
ぐ
さ
ま
。
『
淮
南
子
・
俶
真
訓
』
「
群
生
莫
不
顒
顒
然
仰
其
徳
以

31

和
順
」
。

種
レ

学

苗

而

秀

学
を
種
れ
ば
苗
に
し
て
秀
づ

璘

レ
ハ

ー

ヲ

ニ
メ

ー

う
う

81
極

ムレ

妍
ヲ

桃

彼
ノ

穠

妍
を
極
む

桃
か
の
穠
な
り

召

ー

じ
よ
う

82
春-

容

終
ニ

不
レ

醜
カ
ラ

春
容

終
に
醜
か
ら
ず

澗

ー

83
霞-

脚

僅
ニ

雖
レ

供

霞
脚

僅
か
に
供
す
と
雖
も

雲

ー
ス
ト

84
睡-

譜

懶-

儒
ノ

課

睡
譜

懶
儒
の
課

御

ー

85
辨-

鋒

説-

客
ノ

縦

辨
鋒

説
客
の
縦

澗

ー

86
鷺

ヲ

成
レ

烏

鴂-

舌

鷺
を
烏
と
成
す
は
鴂
舌

節

ス
ハ

ト

（
３
２
）

87
鯀

殛
レ

羽
ニ

鴻-

溶

鯀
羽
に
殛
す
は
鴻
溶

召

ー
ス
ル
ハ

こ
ろ

（
３
３
）

88

狂-

瀾

堤

難
シレ

築

狂
瀾

堤
築
き
難
し

竹

ー

89
広-

寒

霧

欲
レ

鎔

広
寒

霧
鎔
ん
と
欲
す

澗

ン
ト

（
３
４
）

と
け

90（

）
鴂
舌
、
言
葉
が
正
し
く
な
い
様
子
。
孟
子
・
滕
文
公
上
「
今
也
南

け
つ
ぜ
つ

32

蛮
鴂
舌
之
人
、
非
先
王
之
道
」
。
蘇
軾
「
門
開
訟
氓
入
、
日
晏
鴂

舌
競
」
（
答
王
定
国
問
疾
）。

（

）
波
が
荒
い
さ
ま
。
唐
・
皮
日
休
「
落
照
射
鴻
溶
、
清
輝
蕩
抛
擲
」
。

33
（

）
月
に
あ
る
広
寒
殿
、
ま
た
月
を
い
う
。
蘇
軾
の
門
人
張
耒
「
猶
勝

34

嫦
娥
不
嫁
人
、
夜
夜
孤
眠
広
寒
殿
」
（
古
文
真
宝
・
七
夕
歌
）。

香-

蹊

前
ニ―

導
ク

桂

香
蹊

前
に
導
く
桂

賡

91
忍-

界

曲
テ

従

樅

忍
界

曲
り
て
従
ふ
樅

召

も
み

92
物-

外

談
ス二

顔

孔
ヲ一

物
外

顔
孔
を
談
ず

齢

（
３
５
）

93
参-

同

並
フ二

寔

邕
ヲ一

参
同

寔
邕
を
並
ぶ

澗

（
３
６
）

94
矢

無
ハレ

他

匹-

鳥

矢
り
て
他
無
き
は
匹
鳥

雲

リ
テ

（
３
７
）

95
卜

有
レ

獲

非-

龍

卜

獲
有
る
は
非
龍

竹

ル
ハ
エ
モ
ノ

96
楓

謝

任
ス二

車

仆
一

楓

謝
し
て
車
仆
る
る
に
任
す

璘

ー
メ

ル
ニ

た
お

97
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竹-

揺
テ

訛
二

履
ノ

跫
一

竹
揺
ぎ
て
履
の
跫
た
る
を
訛
る

節

ー
タ
ル
ヲ

あ
や
ま

98
離-
筵

酸-

鼻

友

離
筵

酸
鼻
す
る
友

御

ス
ル

99
将-

柄

乞-
降

ノ

匈

将
柄

降
を
乞
ふ
匈

雲

ー

100

レ

（

）
顔
回
と
孔
子
。

35
（

）
後
漢
の
陳
寔
と
蔡
邕
か
。

36
（

）
つ
が
い
の
鳥
、
鴛
鴦
を
い
う
。
陸
機
「
白
日
既
没
明
灯
輝
、
夜
禽

37

赴
林
匹
鳥
棲
」
（
玉
台
新
詠
・
燕
歌
行
）。

（
よ
う

こ
ん
ほ
う
・
武
蔵
野
大
学
講
師
）


